（別紙１）
農業用ドローン操縦者育成支援事業実施計画書（実績報告書）

１　事業の目的
	




２　事業実施主体
	氏名（名称・代表者氏名）
	

	区　分
	□認定農業者（農業経営改善計画認定書の写しを添付すること）
□認定新規就農者（青年等就農計画認定書の写しを添付すること）
□基本構想水準到達者
（市町村に確認済みであることを備考欄に明記すること）
□集落営農組織（定款又は規約の写しを添付すること）

	所在地
	〒


	連絡先
	担当者役職・氏名：
電　話：
ＦＡＸ：
E-mail：

	備　考
	（基本構想水準到達者の場合、確認した市町村の課名、担当者名、確認年月日を記入してください。）


	みやぎスマート農業推進ネットワーク加入状況
	□会員　　　　□今後入会する

	宮城県ＲＴＫシステム利用契約状況
	□契約者　　　□今後契約する

	効果検証への協力
	□本事業の効果検証に必要な調査の依頼があった場合、情報提供等に協力することに同意します。



３　ドローン活用状況（年間予定）
	ドローン所有状況
	□所有している（メーカー・機種名：　　　　　　　　　　　　　　　　）
□今後所有する（メーカー・機種名：　　　　　　　　　　　　　　　　）



	
	事業実施前
	事業実施後

	散布対象作物
	□水稲　□麦　□大豆　□園芸作物
	□水稲　□麦　□大豆　□園芸作物

	散布延べ面積
	年間延べ　　　ヘクタール
	年間延べ　　　　ヘクタール

	散布回数
	年間　　　　　回
	年間　　　　　　回

	散布地域
	
	

	使用目的
	□農薬散布　□肥料散布　□その他（　　　　　　　　　　　　）




[bookmark: OLE_LINK3]４　講習受講計画（実績）
	１人目の氏名
	
	受講料（円）
	

	登録講習機関名
	講習種別
	講習期間

	
	□一等（□初学者　□経験者）
□二等（□初学者　□経験者）
	令和　年　　月～　　月



	２人目の氏名
	
	受講料（円）
	

	登録講習機関名
	講習種別
	講習期間

	
	□一等（□初学者　□経験者）
□二等（□初学者　□経験者）
	令和　年　　月～　　月



	３人目の氏名
	
	受講料（円）
	

	登録講習機関名
	講習種別
	講習期間

	
	□一等（□初学者　□経験者）
□二等（□初学者　□経験者）
	令和　年　　月～　　月



５　事業費の内訳
	
	対象経費
	対象経費
×１／３
	１人当たりの補助上限

	１人目
	
	
	

	２人目
	
	
	

	３人目
	
	
	



	
	事業費（円）
	負担区分（円）

	
	
	県
	市町村
	事業主体
	その他

	１人目～３人目の計
	
	
	
	
	

	消費税
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	



注１　変更の場合には、本様式中「事業の目的」とあるのは、「変更の理由」とし、承認通知があった事業実施計画の事業の内容及び経費の配分と変更後の事業の内容及び経費の配分とを容易に比較対照できるように変更部分を二段書きとし、変更前を括弧書きで上段に記載すること。ただし、事業内容のうち当該変更の対象外となるものについては省略する。
注２　中止又は廃止の場合には、本様式中「事業の目的」とあるのは、「中止（廃止）の理由」とし、当該箇所に事業を中止し、又は廃止する理由について記載すること。

（別紙２）
経費配分及び収支予算（精算）書

１　経費の配分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）
	事業に要する（又は要した）経費
①＋②＋③＋④
	負　担　区　分
	備考

	
	県補助金
①
	市町村費
②
	事業実施主体
③
	その他
④
	

	
	
	
	
	
	



２　収支予算（精算）
⑴　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）
	区　分
	本年度予算額
	本年度精算額
	比　較
	備考

	
	
	
	増
	減
	

	県補助金
	
	
	
	
	

	市町村費
	
	
	
	
	

	事業実施主体
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	



⑵　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）
	区　分
	本年度予算額
	本年度精算額
	比　較
	備考

	
	
	
	増
	減
	

	農業用ドローン操縦者育成支援事業
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	



３　事業完了（予定）　令和　　年　　月　　日


（別紙３）
暴力団排除に関する誓約書

申請者、申請者の役員又は申請者の法定代理人は、下記のいずれにも該当せず、また、将来においても該当しないことを誓約します。
この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとなっても、異議は一切申し立てません。また、貴職において必要と判断した場合に、申請者、申請者の役員又は申請者の法定代理人の個人情報を警察に提供することについて同意します。

記
１　暴力団（暴力団排除条例（平成２２年宮城県条例第６７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員等（同条例第２条第４号に規定する暴力団員等をいう。以下同じ。）
２　自己若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもつて、暴力団又は暴力団員等を利用するなどする者
３　暴力団又は暴力団員等に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的又は積極的に暴力団の維持及び運営に協力し、又は関与する者
４　暴力団又は暴力団員等であることを知りながらこれと取引したり、又は不当に利用するなどする者
５　暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有する者
６　次に掲げる行為をする者（第三者を利用してする場合を含む。）
⑴　暴力的な要求
⑵　法的な責任を超えた不当な要求
⑶　契約の履行又は使用許可物件の使用に際しての脅迫的な言動又は暴力
⑷　偽計又は威力を用いての県職員等の業務の妨害
⑸　⑴から⑷までに掲げる行為に準ずる行為


宮城県知事　殿

令和　　年　　月　　日

住所又は所在地

氏名又は団体名及び代表者名
印



備考　この誓約書において、役員とは、業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいい、相談役、顧問その他いかなる名称を有する者であるかを問わず、当該団体に対し業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者と同等以上の支配力を有するものと認められる者を含みます。

